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我々が設計検証している製品は医療機器�

15/03/21 ©Terumo Corporation 

n 医療関係者向け�

n 一般のお客様向け�

1.背景と目的�
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膨大なテストケースを短期間で消化したかった�

15/03/21 ©Terumo Corporation 

1.  背景と目的�

n 背景�
– システムテストは最後の工程のため、開発が遅れると�
テスト時間の確保が困難�

– システムテストは最後の砦のため、テストケース数が�
多くなりがち�
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システムテスト自動化の仕組みを開発�
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1.  背景と目的�

n 目的�
– テスト実施およびテスト不合格時の問題報告の効率化�

テ
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画�

テ
ス
ト
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析�
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ト
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計�
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ス
ト
実
装�

テ
ス
ト
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終
了
基
準
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検
証
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了
作
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出典： JSTQB-Syllabus.Advanced_TM_Version2012.J03  
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SWシステムテストはサブシステム内の最後の工程�
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2.  対象範囲�
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SWシステムテストはサブシステム内の最後の工程�

15/03/21 ©Terumo Corporation 

2.  対象範囲�
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n システム構成イメージ�
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3.  仕組み�

Webカメラ�

デバイス� パソコン�

テスト実行ツール�

ローカル環境（×n）�
�

サーバ環境�

ファイルサーバ�

テスト管理票�

ﾛｰｶﾙ環境はテスト実行用,ｻｰﾊﾞ環境はテスト管理用�
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Webカメラでデバイスの画面を撮影�
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3.  仕組み�

n ハードウェア/ソフトウェア構成 

テスト�
管理票�

実行結果画像�

期待動作画像�

通信DLL�

テスト�
手順書�

問題一時�
起票シート�

�
�

デバイス�

カメラ�
ドライバ�

�
�

Webカメラ�

ローカル環境（×n）�
�

サーバ環境�

テスト実行�
ツール�

パソコン�

ファイルサーバ�

ハードウェア�

ソフトウェア�

凡例�
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期待動作と実際動作の画像比較で合否判定�
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3.  仕組み�

n テスト実行フロー 

テスト自動実行/テスト半自動実行の選択�

テストの自動実行�

合否判定�

問題の起票�

全件実施�

Start�

End�

テストの半自動実行�

合否判定�

問題の起票�

全件実施�
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3.  仕組み�

n テスト実行フロー 

テスト自動実行/テスト半自動実行の選択�

テストの自動実行�

合否判定�

問題の起票�

全件実施�

Start�

End�

テストの半自動実行�

合否判定�

問題の起票�

全件実施�
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期待動作と実際動作の画像比較で合否判定�

15/03/21 ©Terumo Corporation 

3.  仕組み�

n テスト実行フロー 

テスト自動実行/テスト半自動実行の選択�

テストの自動実行�

合否判定�

問題の起票�

全件実施�

Start�

End�

テストの半自動実行�

合否判定�

問題の起票�

全件実施�
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期待動作と実際動作の画像比較で合否判定�
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3.  仕組み�

n テスト実行フロー 

テスト自動実行/テスト半自動実行の選択�

テストの自動実行�

合否判定�

問題の起票�

全件実施�

Start�

End�

テストの半自動実行�

合否判定�

問題の起票�

全件実施�

期待する動作� 実際の動作�
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期待動作と実際動作の画像比較で合否判定�
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3.  仕組み�

n テスト実行フロー 

テスト自動実行/テスト半自動実行の選択�

テストの自動実行�

合否判定�

問題の起票�

全件実施�

Start�

End�

テストの半自動実行�

合否判定�

問題の起票�

全件実施�
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テスターが直接入力する項目は、わずか3項目�
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3.  仕組み�

n テスト管理フロー 

End�

Start�
テスターの作業�

End�

Start�

各テスターの�
問題一時起票シートの�

集約�

テスト管理者の作業�

問題一時起票�
シートの精査�

問題の重複及び�
曖昧な指摘のチェック�
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テスターが直接入力する項目は、わずか3項目�
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3.  仕組み�

n テスト管理フロー 
テスターの作業�

End�

Start�

各テスターの�
問題一時起票シートの�

集約�

テスト管理者の作業�

問題の重複及び�
曖昧な指摘のチェック�

問題解決情報起票  ID�
変更要求タイトル�
欠陥の種類�
不合格理由�

変更要求
の詳細�

テストデータ� テストデータID�
テストケース� テストケースID�

前提条件�
入力�
期待する動作�
実際の動作�
実施者�
実施日�
テスト手順書ID�
手順書バージョン�

テスト環境� SWバージョン�
デバイスID�
校正機器の管理番号�

End�

Start�
問題一時起票�
シートの精査�
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テスターが直接入力する項目は、わずか3項目�
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3.  仕組み�

n テスト管理フロー 
テスターの作業�

End�

Start�

各テスターの�
問題一時起票シートの�

集約�

テスト管理者の作業�

問題の重複及び�
曖昧な指摘のチェック�

問題解決情報起票  ID�
変更要求タイトル�
欠陥の種類�
不合格理由�

変更要求
の詳細�

テストデータ� テストデータID�
テストケース� テストケースID�

前提条件�
入力�
期待する動作�
実際の動作�
実施者�
実施日�
テスト手順書ID�
手順書バージョン�

テスト環境� SWバージョン�
デバイスID�
校正機器の管理番号�

End�

Start�
問題一時起票�
シートの精査�
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テスターが直接入力する項目は、わずか3項目�
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3.  仕組み�

n テスト管理フロー 
テスターの作業�

End�

Start�

各テスターの�
問題一時起票シートの�

集約�

テスト管理者の作業�

問題の重複及び�
曖昧な指摘のチェック�

問題解決情報起票  ID�
変更要求タイトル�
欠陥の種類�
不合格理由�

変更要求
の詳細�

テストデータ� テストデータID�
テストケース� テストケースID�

前提条件�
入力�
期待する動作�
実際の動作�
実施者�
実施日�
テスト手順書ID�
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テスト環境� SWバージョン�
デバイスID�
校正機器の管理番号�

End�

Start�
問題一時起票�
シートの精査�
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従来比7.4倍のテスト消化効率向上�

15/03/21 ©Terumo Corporation 

n 一日当たりのテスト消化件数の比較�

4.  効果�

a.テスト自動実行対象のテストケース数� 44,510件�

b.テスト半自動実行対象のテストケース数� 18,337件�

c.テスト自動実行による1日当たりの消化件数� 720件/人�

d.テスト半自動化による1日当たりの消化件数� 300件/人�

【参考】テスト対象のテストケース数�

【参考】テスト(半)自動化の一日当たりの消化件数�

(※)�

598（※）�

80�

0� 100� 200� 300� 400� 500� 600�

自動化後�

従来�

1日あたりのテスト消化件数/人�
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従来比2.8倍のテスト管理効率向上�
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n 1日当たりのテスト管理に要した時間の比較�

4.  効果�

従来� 今回�
a.テスト管理者の問題解決に要する時間� 1.5時間� 0.5時間�
b.テスターの問題報告に要する時間� 2時間� 0.7時間�

【参考】テスト管理関連の要した時間�

従来� 今回�
c.テスト管理者数� 1人� 1人�
d.テスター数� 3人� 3人�

【参考】テスト管理関連の要員数�

(※1)�

(※2)�

0.5h�

1.5h�

2.1h�

6h�

自動化後(※2)�

従来(※1)�

管理者工数� テスター工数�

（時間）�
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テスト方法論を持つこと,開発チームを味方にすること�
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n テスト自動化を実現するための前準備�

5.  ポイント�

– テスト方法論の確立�
①  テスト分析手法�

テスト方法論の確立�

①ユースケースの構造とテスト分析観点の関係�
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テスト方法論を持つこと,開発チームを味方にすること�
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n テスト自動化を実現するための前準備�

5.  ポイント�

– テスト方法論の確立�
①  テスト分析手法�

②  テスト自動化の実現方法�

テスト方法論の確立�

②Webカメラで撮影�



23/33 

JaSST 2015 Tokyo  

テスト方法論を持つこと,開発チームを味方にすること�
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n テスト自動化を実現するための前準備�

5.  ポイント�

– 開発チームへの啓蒙活動�
①  テスト効率の見える化�

開発チームへの啓蒙活動�

①テスト自動化によるテスト時間短縮効果�

– テスト方法論の確立�
①  テスト分析手法�

②  テスト自動化の実現方法�

テスト方法論の確立�



24/33 

JaSST 2015 Tokyo  

テスト方法論を持つこと,開発チームを味方にすること�
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n テスト自動化を実現するための前準備�

5.  ポイント�

– 開発チームへの啓蒙活動�
①  テスト効率の見える化�

②  テスト効率化の体感�

開発チームへの啓蒙活動�

開発現場�

– テスト方法論の確立�
①  テスト分析手法�

②  テスト自動化の実現方法�

テスト方法論の確立�
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特にテスターの負担軽減に注力�
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n 工夫した点�

5.  ポイント�

– テスト方法論の確立�
①  各テストケースの動作結果の
キャプチャ�

テスターの負担軽減�

期待する動作� 実際の動作�
（キャプチャ画像）�

①期待する動作と実際の動作の比較�
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特にテスターの負担軽減に注力�
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n 工夫した点�

5.  ポイント�

– テスト方法論の確立�
①  各テストケースの動作結果の
キャプチャ�

②  テスト実行中に問題報告でき
る仕組み�

テスターの負担軽減�

②テスト実行中の問題報告�
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特にテスターの負担軽減に注力�
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n 工夫した点�

5.  ポイント�

– 開発チームへの啓蒙活動�
①  単体テストツール流用による�
開発チームの負担軽減�

– テスト方法論の確立�
①  各テストケースの動作結果の
キャプチャ�

②  テスト実行中に問題報告でき
る仕組み�

テスターの負担軽減� 開発チームの負担軽減�

①通信DLLの流用�

通信DLL�
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63.2%�

23.8%�

4.2%�

15.9%�

3.2%�

44.4%�

29.5%�

15.9%�

0%� 10%� 20%� 30%� 40%� 50%� 60%� 70%� 80%� 90%� 100%�

自動化後�

従来�

SWシステムテストにおけるテストフェーズの比率�

ドライラン� フォーマル� 回帰テスト� 探索的テスト�

テストサイクルの短縮による品質向上�
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n テスト自動化による産物 
– 探索的テストに充てる時間の増加 

6.  考察�
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13.5%�

100.0%�

0%� 10%� 20%� 30%� 40%� 50%� 60%� 70%� 80%� 90%� 100%�

自動化後�

従来�

1テストサイクル�

テストサイクルの短縮による品質向上�
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n テスト自動化による産物 
– 探索的テストに充てる時間の増加 

– 問題発見までのリードタイム短縮 

6.  考察�

テストサイクル�
86.5％短縮�
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テスト自動化の是非�
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n 今回見つかった課題 
– 頻繁な仕様変更に合わせたテスト自動化のメンテナンス 

– テスト自動化するデバイスの見極め 

– テスト観点に合わせたテスト自動化の用意�

6.  考察�

出典：ISO/IEC 25010 Systems and software engineering -Systems and software Quality Requirements and Evaluation(SQuaRE) - System and software quality models 

主なテスト観点�

外部品質�
外部品質特性�

機
能�

適
合
性�

性
能�

効
率
性�

互
換
性�

使
用
性�

信
頼
性�

機
密
性�

保
守
性�

移
植
性�

利用時の品質�
利用時の品質特性�
有
効
性�

効
率
性�

満
足
性�

安
全
性�

状
況�

網
羅
性�



31/33 

JaSST 2015 Tokyo  

テスト自動化の効果,ポイント,考察�
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7.まとめ�

n 効果�
– テスト作業効率の向上�
• 従来比7.4倍のテスト消化効率向上�
• 従来比2.8倍のテスト管理効率向上�

n ポイント�
– テスト方法論を持つこと,開発チームを味方にすること�
– テスターおよび開発チームの負担軽減�

n 考察�
– テストサイクル短縮による品質向上�
• 探索的テストに充てる時間の増加�
• 問題発見までのリードタイム短縮�
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さらなるテスト自動化�
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7.まとめ�

n 今後�
– テスト分析～終了基準の検証とレポートまでの�
一連のテストプロセスのテスト自動化を進める。�

テ
ス
ト
計
画�

テ
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ト
分
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テ
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設
計�

テ
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ト
実
装�

テ
ス
ト
実
行�

終
了
基
準
の

検
証
と 

レ
ポー

ト�
終
了
作
業�

開発中�自動化の範囲�
出典： JSTQB-Syllabus.Advanced_TM_Version2012.J03 

コントロール�

開発済み�
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【参考】『問題』の定義�
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Defect（欠陥）�

Problem�
（問題）�

Failure�
（故障）�

Fault�
（フォールト）�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

IEEE  1044  Scope�

組合せ� 組合せの関係�

問題-故障� 問題は１つ以上の故障から引き起こさ
れる。�
故障は１つ以上の問題の原因になる。�

故障-
フォールト�

故障はフォールトから引き起こされる。�
フォールトは１つ以上の故障を引き起
こす�

フォール
ト-欠陥�

フォールトは欠陥（上位タイプ）の派
生型である。�
全てのフォールトは欠陥だが、全ての
欠陥はフォールトとは限らない。�
動的に発見された欠陥はフォールトで
ある。�
静的に発見された欠陥はフォールトと
はかぎらない。�

出典：IEEE Std 1044TM-2009　Classification  for software anomalies  
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ご清聴ありがとうございました。�


